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共共産産党党提提案案

共共
産産
党党
区区
議議
団団

「「
予予
算算
修修
正正
案案
」」をを
提提
出出

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

は
、
山
�
区
長
が
編
成
し
た

平
成
２６
年
度
予
算
案
に
対

し
、
重
度
介
護
手
当
や
高
齢

者
入
院
助
成
制
度
の
創
設
を

は
じ
め
、
住
宅
・
店
舗
改
修

助
成
、
就
学
援
助
対
象
者
の

拡
大
な
ど
の
６６
項
目
の
予
算

修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

区
長
予
算
１
、７
４
３
億

１
、９
０
０
万
円
に
対
し
、

不
要
不
急
事
業
の
削
減
や
６

３
７
億
円
に
上
る
基
金
を
活

用
し
、
０
・
９７
％
増
、
１６
億

９
９
、６
５
１
千
円
の
増
額

で
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
４
月
か

ら
の
消
費
税
増
税
や
医
療
・

介
護
・
年
金
の
負
担
増
・
給

付
削
減
な
ど
で
区
民
生
活
と

景
気
に
深
刻
な
打
撃
を
及
ぼ

す
こ
と
が
明
ら
か
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
区
長
予
算
に
は
、

区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
経
済

的
新
規
施
策
が
皆
無
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
提
出
し
た

も
の
で
す
。

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
とととととととととととととととととととととととと
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
をををををををををををををををををををををををを
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
てててててててててててててててててててててててて

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
しししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

日
本
共
産
党
江
東
区
議

団
は
、
区
内
の
障
が
い
者

や
高
齢
者
な
ど
の
団
体
と

の
予
算
要
望
懇
談
会
や
区

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
、
区
長
へ
の
予
算
要

望
や
議
会
で
の
論
戦
を
通

じ
て
区
民
要
望
の
実
現
に

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
予
算
に
は
、
認

可
保
育
園
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
増
設
の
た
め

の
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
た

ほ
か
、
防
災
対
策
で
は
木

造
住
宅
密
集
地
域
の
不
燃

化
促
進
や
塩
浜
１
丁
目
へ

の
中
央
防
災
倉
庫
の
設
置

に
よ
る
備
蓄
物
資
の
拡

充
、
商
店
街
支
援
で
は
空

き
店
舗
対
策
の
拡
充
、
環

境
対
策
で
は
古
着
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
常
時
回
収
を
実

施
、
教
育
で
は
、
子
ど
も

の
様
々
な
問
題
に
対
応
で

き
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど

日
本
共
産
党
区
議
団
が
求

め
て
い
た
も
の
が
実
現
し

ま
し
た
。

2014年度

予予算算委委員員会会ででのの各各議議員員かかららのの質質問問かからら
集
合
住
宅
に

高
齢
者
の
相
談
窓
口
を

７０
年
代
に
建
築
さ
れ
た
大

規
模
集
合
住
宅
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
様
々
な
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

き
く
ち
議
員
は
自
治
会
の

運
営
や
見
守
り
支
援
も
大
変

に
な
る
ほ
ど
極
端
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
実
態
を
示

し
、
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

の
対
象
者
の
拡
大
や
団
地
内

に
高
齢
者
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
な
ど
支
援
の
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

ま
た
「
公
共
住
宅
は
若
い

人
も
高
齢
者
も
住
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
」
と
し
て
、
国
や
都
の
住

宅
政
策
の
転
換
を
求
め
よ
と

迫
り
ま
し
た
。

認可保育園の増設
空き店舗対策の拡充 保険料４，１１８円の大幅値上げ

後期高齢者医療制度は廃止を！

平
成
２０
年
か
ら
強
行
実
施

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
は
、
２
年
ご
と
の

改
定
の
た
び
に
大
幅
値
上
げ

さ
れ
、
今
年
４
月
か
ら
の
改

定
保
険
料
も
、
１
人
平
均
で

年
額
４
、１
１
８
円
の
大
幅

値
上
げ
だ
と
指
摘
。
制
度
開

始
以
来
１
２
、８
２
４
円
も

値
上
り
し
、
１
人
平
均
の
年

額
保
険
料
が
９
万
７
千
円
以

上
に
達
し
、
消
費
税
増
税
と

年
金
減
額
の
も
と
で
、
あ
ま

り
に
も
過
酷
な
負
担
だ
と
主

張
。
区
は
政
府
に
対
し
、
制

度
の
廃
止
を
強
く
求
め
よ
と

迫
り
ま
し
た
。

修正案の主な内容

☆福祉と暮らし守る施策の拡充

＜雇用と営業＞

・青年就労相談窓口の設置（３９０万円）

・小規模特別融資の利子補助率の引き上げ（１５００万円）

・景気対策資金を継続（利子補助） （５５０万円）

・公契約条例制定のための調査費（１００万円）

・商店リニューアル助成制度の創設（２億５０００万円）

・民間住宅へのリフォーム助成（１０００万円）

・商店街装飾灯の電気代全額補助（７３０万円）

＜医療・介護・福祉＞

・難病患者へのタクシー券の支給（１億８２００万円）

・ケースワーカーの増員（６３００万円）

・重度介護手当の支給、高齢者入院助成金の支給（３億２８００万円）

・高齢者緊急通報システムの設置事業拡大 （６３０万円）

・前立腺がん検診の充実（６３００万円）

・子宮頸がん・大腸がん・胃がん・肺がん検診の無料化（２６００万円）

・６５歳以上のインフルエンザワクチン接種の無料化（８８００万円）

＜防災＞

・民設民営障害者（児）施設４０カ所への災害時備蓄物資の配備（１１００万円）

・マンション耐震診断・改修助成の拡充（５億３５００万円）

・木造住宅の簡易耐震改修へ助成（５０００万円）

＜子育て・教育＞

・学校図書館司書配置の拡充（１億３０００万円）

・就学援助の所得基準の拡大（４５０万円）

・児童館・保育園給食調理等の民間委託を中止し、正規職員を配置

☆ 税金のムダ使いの見直し

・議長・区長の交際費を３０％削減（▲２７９万円）

・地下鉄８号線建設基金の積み増し中止（▲５億円）

・副区長を１人に削減（▲２０００万円）

・同和対策事業の全廃（▲７００万円）

・ゆりかもめへの出資金回収（２億４千万円）

第
一
回
定
例
会
で
は
日
本

共
産
党
区
議
団
が
提
出
し
た

「
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

に
関
す
る
」
意
見
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
首
相
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経

営
委
員
や
会
長
人
事
に
介
入

し
、
選
出
さ
れ
た
会
長
や
一

部
の
経
営
委
員
が
、
「
南
京

大
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
「
政

府
が
右
と
い
っ
た
ら
左
と
は

言
え
な
い
」
な
ど
と
相
次
ぎ

発
言
、
そ
の
後
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

報
道
姿
勢
に
も
国
の
内
外
か

ら
き
び
し
い
批
判
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

放
送
法
は
戦
前
の
放
送
機

関
が
政
府
の
発
表
を
垂
れ
流

し
、
国
民
を
戦
争
に
駆
り
立

て
る
役
割
を
果
た
し
た
反
省

の
上
に
、
権
力
か
ら
独
立
し

た
公
平
・
公
正
な
報
道
を
行

う
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
意
見
書
は
政
府
に

対
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
送
法
の

趣
旨
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
る

よ
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
の
選

定
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で

す
。

建物倒壊から命を守る、
簡易耐震改修助成制度を日

本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）に

関
す
る
意
見
書
を
採
択

障害者通所施設での
医療的ケアの拡充を！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
の

選
任
を
民
主
的
に

現
在
江
東
区
で
は
、
旧
耐

震
基
準
で
造
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
を
促
進
す
る

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

木
造
家
屋
が
密
集
す
る
地
域

で
は
、
４
メ
ー
ト
ル
道
路
に

接
し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
耐
震
改
修
が
遅
々

と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。
こ
の

ま
ま
で
は
切
迫
す
る
首
都
直

下
大
地
震
の
建
物
倒
壊
か
ら

区
民
の
命
は
守
れ
な
い
た

め
、
住
宅
の
寝
室
や
玄
関
な

ど
部
分
的
耐
震
助
成
制
度
な

ど
、
命
を
守
る
た
め
の
緊
急

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

正
保
議
員
は
、
区
直
営
の

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
塩

浜
福
祉
園
、
指
定
管
理
（
委

託
）
の
東
砂
及
び
亀
戸
福
祉

園
の
通
所
施
設
に
お
い
て
、

タ
ン
の
吸
入
や
経
管
栄
養
、

胃
ろ
う
の
管
理
や
導
尿
な
ど

の
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
重
症
心
身
障
害
児
・
者
へ

の
支
援
体
制
の
確
立
・
充
実

を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
財
源
と
し
て
、

都
の
「
地
域
施
設
活
用
型
」

の
運
営
費
・
人
件
費
補
助
制

度
等
を
活
用
す
る
こ
と
を
具

体
的
に
提
案
。

「
区
は
、
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
」
と
約
束
し
ま

し
た
。

地
方
財
源
６
千
億
円
が

国
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る

教
育
支
援
を
拡
充
し
て

子
ど
も
の
貧
困
解
決
を
！

昭和大学江東豊洲病院がオープン

今まで通り通院できるように

自
治
体
の
財
源
と
な
っ
て

い
る
法
人
住
民
税
の
一
部
が

国
税
化
さ
れ
ま
す
。
東
京
な

ど
大
都
市
は
、
「
富
裕
自
治

体
」
と
し
て
６
千
億
円
を
国

が
吸
い
上
げ
、
他
の
地
方
自

治
体
へ
配
分
す
る
も
の
で

す
。
消
費
税
が
１０
％
に
な
る

と
更
に
１
兆
円
も
吸
い
上
げ

ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
都
も
２３
区
も
保
育
園
や

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
、
地
震

対
策
な
ど
他
に
回
す
余
裕
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

斉
藤
区
議
は
、
都
と
区
が

連
携
し
て
地
方
財
源
の
国
税

化
に
反
対
せ
よ
と
迫
り
ま
し

た
。
区
は
、
「
反
対
し
て
行

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

江
東
区
は
、
昭
和
大
学
江

東
豊
洲
病
院
の
移
転
新
設

に
、
東
京
都
か
ら
約
４０
億
円

で
購
入
し
た
土
地
を
１０
年
間

無
償
貸
与
し
、
７５
億
円
の
建

設
費
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
３
月
の
開

院
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
通
院

し
て
い
た
多
く
の
患
者
が
、

「
他
の
病
院
に
移
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

大
つ
き
議
員
は
、
「
区
民

の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の

に
お
か
し
い
」
と
の
疑
問
や

怒
り
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
通

院
で
き
る
よ
う
区
と
し
て
昭

和
大
学
に
要
請
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

こ
の
間
の
労
働
環
境
の
悪

化
や
社
会
保
障
の
改
悪
な
ど

で
貧
困
が
拡
大
し
、
こ
ど
も

を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
区
内
で

も
、
給
食
費
な
ど
の
滞
納
や

林
間
学
校
、
修
学
旅
行
に
行

け
な
い
こ
ど
も
、
家
庭
の
崩

壊
な
ど
で
貧
困
に
直
面
さ
せ

ら
れ
て
い
る
こ
ど
も
が
ふ
え

て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
区
教
委
に

対
し
、
深
刻
な
こ
ど
も
の
貧

困
の
実
態
認
識
を
質
問
し
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
、
就
学
援
助
の

充
実
等
を
求
め
ま
し
た
。

５
／
２３

臨
時
本
会
議

６
／
３

請
願
・
陳
情
締
め

切
り

６
／
１１

本
会
議

１２

本
会
議

１６

企
画
総
務
委
員
会

１７

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

１８

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

２０

清
掃
港
湾
臨
海
対

策
特
別
委

２３

防
災
対
策
特
別
委

２４

ま
ち
づ
く
り
南
北

交
通
特
別
委

２５

医
療
・
介
護
保
険

対
策
特
別
委

３０

本
会
議

議
会
日
程
（
予
定
）

そそ
ええ
やや
良良
夫夫
議議
員員

正正保保みみききおお議議員員

斉斉
藤藤
信信
行行
議議
員員

大大つつききかかおおりり議議員員

すすががやや俊俊一一議議員員

赤赤
羽羽
目目
たた
みみ
おお
議議
員員

きき
くく
ちち
幸幸
江江
議議
員員

第一回定例会の主な議案に対する各会派の態度

民主

×

○

○

○

○

○

○

５０
（旧みんな）

×

○

○

○

○

○

○

公明

×

○

○

○

○

○

○

自民

×

○

○

○

○

○

○

共産

○

×

×

○

○

○

×

議 案

共産党提出の予算修正案

平成２５年度補正予算

平成２６年度一般会計及び特別会計予算

区立第２亀戸小学校及び幼稚園改築工事

江東区青少年問題協議会条例の一部改正

介護保険料の延滞金金利の引き下げ

国民健康保険料の値上げについて

（２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス（３） ２０１４年４月発行


